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あらせ衛星-地上連携観測の初期成果
Initial Results from the Arase-ground coordinated observations

あらせ（ERG)プロジェクトでは、近年急速に発達してきた地上観測ネットワークとあらせ衛星を動的に結合した観測が実施されている。

本講演では、地上多点ネットワークにおける磁場・電場・光・電波計測によるジオスペースのグローバルな場の把握の成果と、あらせ衛
星と連携した観測の初期成果について紹介する。

地上観測によるモニタリングが可能な内部磁気圏の現象
ERG衛星の1年間の軌道を磁力

線を通じて地上にマップしたフット
プリント。トロムソ、昭和基地など
主要な地上観測拠点の上空を通
過する。

10 min

ＥＲＧ連携地上観測班の研究機関と測定する物理量
Reeves (SW, 2007)

物理量 測定機器 研究機関
磁場
ULF波動 フラックスゲート磁力計 九州大学、名古屋大学、極地研、NICT
EMIC波動 誘導磁力計 名古屋大学、極地研
VLFコーラス波動、ＭＦ帯波動 ループアンテナ 金沢大学、極地研、名古屋大学
電場
グローバルなプラズマ対流 SupeDARNレーダー 極地研、名古屋大学、NICT
電離圏電場 FM-CWレーダー 九州大学、NICT
電離圏電子密度・温度・電場 ISレーダー 名古屋大学、極地研
電子密度
電離圏電子密度 GPS受信器 NICT、名古屋大学、京都大学
プラズマ圏電子密度 フラックスゲート磁力計 九州大学
粒子降り込み
>100keV粒子降り込み 北欧気球 京都大学
100keV電子降り込み LF標準電波受信器 東北大学
100keV電子降り込み VLFアンテナ-Tweek反射高度 千葉大学
30keV電子降り込み リオメータ 名古屋大学
1-10keV電子・イオン降り込みオーロラ 名古屋大学、極地研、東北大学
熱的電子 大気光 名古屋大学
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Sakaguchi et al. (JGR, 2008)

ERG衛星のapogeeのローカルタイム変化。２０１７年２－３月
に真夜中過ぎ、２０１７年夏季に真夜中前にapogeeがやってく
る。

Pc1地磁気脈動と孤立プロトンオーロラがどちらも100秒程度の時間
スケールで1対1対応する強度変動を示すことを示した(Ozaki et al., 
GRL, 2016)。

PWINGプロジェクトの地上
観測点。8か所に高感度全

天カメラ、誘導磁力計、
VLF受信機、リオメータを
設置、3か所にEMCCDカ

メラを設置。自動定常観測
を継続。

(PWINGプロジェクト）

(PｓAプロジェクト）

(PSTEPプロジェクト）

PsA/PWINGプロジェクトのEMCCDカメラで、時間分解能１００Hzで撮

影された脈動オーロラの画像とその南北断面ケオグラム。高時間分解
能でオーロラの脈動とその中の細かな輝度変動が撮影されている。
(Shiokawa et al., EPS, 2017)。

PWINGプロジェクトの高感度全天カメラで各磁気地方時で撮影された
630nm大気光／オーロラのケオグラム。Gakona (GAK)と
Kapuskasing (KAP)で、オーロラオーバルから南にはがれていく
SARアークが観測されている。(Shiokawa et al., EPS, 2017)。

PWINGプロジェクトのVLFアンテナで3つの磁気地方時で観測された
VLF波動。カナダのAthabasca(ATH)で、16-20UTに2kHz以下に観
測されている磁気圏ELF/VLF波動（コーラス波動）は、3時間離れた
Kapuskasing (KAP)では全く観測されておらず、波動の局在性を表
している。さらにフィンランドのKannuslehto（KAN)では全く違う特徴
の刃層が観測されている。(Shiokawa et al., EPS, 2017)。

10 min

惑星間衝撃波の到来に伴って、南極の昭和基地(SYO、アイスランド
の磁気共役点)、フィンランドのKannuslehto (KAN), カナダの
Athabasca (ATH)の3か所でほぼ同時に発生した磁気圏ELF/VLF波
動の例。磁気地方時の最大の差は11時間。このように広い経度範囲
で同時に波動が観測される例は非常に限られていることが、この3観
測点のデータの統計解析からわかってきた（Yonezu et al., JGR,
2017)。
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